
























	 	 In this study, an application of common quantification was reported, and its usefulness was demonstrated. Because 
common quantification quantifies categorical variables individually, interpreting the obtained quantification is easy. 
The quantification is performed prior to the analyses of the data, thus, the quantified variables are used commonly in 
the following analyses, and the results of various analyses can be interpreted based on the common quantification. 
	 	 This study used data of 18 freshmen sampled from the department of psychology of a women’s university. These 
freshmen completed a questionnaire with categorical items on their knowledge of psychology before entering the 
university as well as on the future course that they desire/desired. Common quantification was applied to the data, and 
the quantified variables were analyzed using principal components analysis, which resulted in better understanding of 
the data. 


























In this study, an application of common quantification was reported, and its usefulness was demonstrated. Because 
common quantification quantifies categorical variables individually, interpreting the obtained quantification is easy. The 
quantification is performed prior to the analyses of the data, thus, the quantified variables are used commonly in the fol-
lowing analyses, and the results of various analyses can be interpreted based on the common quantification.
This study used data of 18 freshmen sampled from the department of psychology of a women’s university. These 
freshmen completed a questionnaire with categorical items on their knowledge of psychology before entering the univer-
sity as well as on the future course that they desire/desired. Common quantification was applied to the data, and the quan-
tified variables were analyzed using principal components analysis, which resulted in better understanding of the data.
























 共通数量化について簡単に説明する。詳しくは、Okamoto (2015)を参照されたい。 
 カテゴリ変数𝑋𝑋が𝐶𝐶個のカテゴリ値をとるものとする。カテゴリ値を１から𝐶𝐶までの自然数で表
す。𝑋𝑋の 𝑖𝑖 番目（ 𝑖𝑖 人目）のデータを𝑥𝑥!で表す。𝑋𝑋を行列（縦ベクトル）として表せば 
X = 𝑥𝑥! ⋯ 𝑥𝑥! ! 
となる。 
 いま、カテゴリ変数𝑋𝑋の数量化変数を𝑄𝑄とおき、カテゴリ 𝑗𝑗 に数値𝑣𝑣!を与えるものとする。𝑋𝑋の 𝑖𝑖 番
目の値𝑥𝑥!に対する𝑄𝑄の値を𝑞𝑞!とおけば、 
𝑥𝑥! = 𝑗𝑗 のとき 𝑞𝑞! = 𝑣𝑣!                                  （１） 
である。 
 カテゴリ変数𝑋𝑋の 𝑖𝑖 番目の値𝑥𝑥!に対してベクトル𝒈𝒈𝒊𝒊 = 𝑔𝑔!! ⋯ 𝑔𝑔!" を 
𝑔𝑔!" =
1              𝑥𝑥! = 𝑘𝑘 のとき
0              𝑥𝑥! ≠ 𝑘𝑘 のとき
 
とおけば、式（１）は 
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されていると考え、数量化ベクトル 𝝎𝝎 を、𝝎𝝎 の長さが１の制約条件の下で数量化変数𝑄𝑄の分散を
最大（極大）にするものとして求める。この 𝝎𝝎 は、次式を満たすものとして求められる(Okamoto, 
2015). 
𝐻𝐻!𝐻𝐻𝝎𝝎 = 𝜆𝜆𝝎𝝎                                       （２） 
ここで 
𝐻𝐻 = 𝐺𝐺 −
1
𝑁𝑁
𝟏𝟏!𝒇𝒇、 𝒇𝒇 = 𝟏𝟏!! 𝐺𝐺 
であり、𝟏𝟏!は 1 を要素とする 𝑁𝑁, 1  型行列 
𝟏𝟏! = 1 ⋯ 1
! 
である。 
 式（２）を満たす 𝜆𝜆 と 𝝎𝝎 は、固有値とそれに対する固有ベクトルと呼ばれているが（岡本、2009）、
式（２）の場合は、一般に０でない固有値 λ を 𝐶𝐶 − 1 個もつ（Okamoto, 2015）。式（２）に対し
て 𝑄𝑄 の分散は 
𝑉𝑉𝑉𝑉𝑉𝑉 𝑄𝑄 = 𝜆𝜆 𝑁𝑁 
で与えられる。数量化変数 𝑄𝑄 の平均を０、分散を１に標準化した値を共通数量化変数 𝒛𝒛 とする。 
𝒛𝒛 = 𝜆𝜆 𝑁𝑁 !! !𝐻𝐻𝝎𝝎               （３） 
である。 



















 以下の問いについて、それぞれ最もよく当てはまるものを選んで（ ）内に○を付けて下さい。 
 
問１ 心理学という分野があることを 
（  ） 小学生の頃には知っていた。 
（  ） 中学生の頃に知った。 
（  ） 高校生の頃に知った。 
（  ） その他。 
 
問２ 大学受験のとき 
（  ） 心理学≒臨床心理学と思っていた。 
（  ） 心理学には臨床心理学以外の分野があることを知っていた。 
（  ） その他（「心理学とは何をする分野なのか知らなかった。」など）。 
 
問３ 大学受験のとき、卒業後は何になりたいと考えていましたか？ 
（  ） カウンセラーになりたい。 
（  ） カウンセラーではないが、心理学を活かした職業に就きたい。 
（  ） その他。 
 
問４ いま、卒業後は何になりたいと考えていますか？ 
（  ） カウンセラーになりたい。 
（  ） カウンセラーではないが、心理学を活かした職業に就きたい。 
（  ） その他。 
 
問５ 自分の得意分野は 
（  ） 文系であると思う。 
（  ） 理系であると思う。 
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トルに対応する共通数量化（式（３））を表す変数名はベクトルの左側に示した。問 𝑗𝑗 の 𝑘𝑘 番目の










カテゴリ １．小学生 ２．中学生 ３．高校生 ４．その他 
度数 ３ １２ ３ ０ 
Q1 − 0 𝝎𝝎𝟏𝟏 6.00  −0.408 0.816 −0.408 − 












度数 ２ １４ ２  
Q2 − 0 𝝎𝝎𝟏𝟏 4.67  −0.408 0.816 −0.408  








度数 ４ ６ ８  
Q3 − 𝟎𝟎 𝝎𝝎𝟏𝟏 6.95  −0.136 −0.630 0.765  








度数 ３ ７ ８  
Q4 − 𝟎𝟎 𝝎𝝎𝟏𝟏 7.48  −0.032 −0.691 0.722  
Q4 − 𝟏𝟏 𝝎𝝎𝟐𝟐 3.74  0.816 −0.435 −0.381  
問５．自分は文
系／理系 
カテゴリ １．文系 ２．理系 ３．その他  
度数 １６ ２ ０  







 カテゴリデータに含まれる情報を取り出すために、共通数量化変数Q1 − 0からQ5 − 0に対して
主成分分析を行った。特異値は、以下のようであった。 
𝜆𝜆! = 1.69241、𝜆𝜆! = 1.35123、𝜆𝜆! = 1.17223、𝜆𝜆! = 0.98757、𝜆𝜆! = 0.78868、𝜆𝜆! = 0.73413、𝜆𝜆! = 0.59491、
𝜆𝜆! = 0.51055、𝜆𝜆! = 0.43006 







 Comp.1 Comp.2 Comp.3 
Q1-0 -0.76589 -0.25081 0.24787 
Q1-1 0.26294 -0.27262 0.78077 
Q2-0 -0.78028 0.24055 0.07405 
Q2-1 0.07392 0.14331 -0.59162 
Q3-0 0.88571 0.03780 0.01603 
Q3-1 -0.08038 0.76336 -0.00627 
Q4-0 0.86111 0.23767 0.01277 
Q4-1 -0.22851 0.78145 -0.01248 
Q5-0 -0.09763 -0.59909 -0.58905 
 
図２ 構造行列（表２）の図示 
第１主成分Comp. 1と第２主成分Comp. 2に 
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第１主成分Comp. 1と第３主成分Comp. 3に 
対する各共通数量化変数Qj − hの関係を表す。 
 
 図２から、共通数量化変数Q3 − 0とQ4 − 0のまとまりとQ1 − 0とQ2 − 0のまとまりが主成分






























































１．カウンセラー ２ １ １ ４ 
２．心理学を活かす １ ５ ０ ６ 
３．その他 ０ １ ７ ８ 
計 ３ ７ ８ １８ 
 
























































１．小学生の頃には知っていた １ ２ ０ ３ 
２．中学生の頃に知った ０ １１ １ １２ 
３．高校生の頃に知った １ １ １ ３ 


































１．カウンセラー ２ １ １ ４ 
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１．小学生の頃には知っていた １ ２ ０ ３ 
２．中学生の頃に知った ０ １１ １ １２ 
３．高校生の頃に知った １ １ １ ３ 

























































１．小学生の頃には知っていた １ ０ ２ ３ 
２．中学生の頃に知った ３ ６ ３ １２ 
３．高校生の頃に知った ０ ０ ３ ３ 










































１．心理学≒臨床心理学 ０ ０ ２ ２ 
２．心理学には臨床心理学以外もある ４ ６ ４ １４ 
３．その他 ０ ０ ２ ２ 





 次に、第２主成分について見てみる（図２）。問３と問４の共通数量化変数Q3 − 1とQ4 − 1のグ
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１．カウンセラー ２ １ ３ 
２．心理学を活かす ７ ０ ７ 
３．その他 ７ １ ８ 






 第３主成分では（図３）、問１の共通数量化変数Q1 − 1に対して問２と問５の共通数量化変数










































１．小学生の頃には知っていた ３ ０ ３ 
２．中学生の頃に知った １１ １ １２ 
３．高校生の頃に知った ２ １ ３ 

















































１．小学生の頃には知っていた ３ ０ ３ 
２．中学生の頃に知った １１ １ １２ 
３．高校生の頃に知った ２ １ ３ 
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! 𝑁𝑁! + 𝑁𝑁! ∙ 𝑁𝑁!
! 𝑁𝑁! −𝑁𝑁! ∙ 𝑁𝑁!
! 𝑁𝑁! − 𝑁𝑁! ∙ 𝑁𝑁!
! 𝑁𝑁!
−𝑁𝑁! ∙ 𝑁𝑁!
! 𝑁𝑁! − 𝑁𝑁! ∙ 𝑁𝑁!
! 𝑁𝑁! 𝑁𝑁! ∙ 𝑁𝑁!




𝐶𝐶 = 𝑁𝑁! ∙ 𝑁𝑁!
! 𝑁𝑁! + 𝑁𝑁! ∙ 𝑁𝑁!
! 𝑁𝑁! 
とおけば、 








= 2𝐶𝐶  1
−1
 
が成り立つことがわかる。すなわち、𝑁𝑁!および𝑁𝑁!の値に関わらず𝐻𝐻!𝐻𝐻の固有ベクトルは 
𝝎𝝎 = ±
1
2
 1
−1
 
である。 
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